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届
い
た
り
、お
も
て
な
し
を
通
し

て
つ
な
が
り
も
で
き
た
よ
。

　

し
ば
ら
く
大
崎
市
に
は
や
っ

て
こ
な
い
け
れ
ど
、
今
度
来
る

時
に
も
、
み
ん
な
で
歓
迎
し
よ

う
ね
。

 防災安全課 消防担当・交通安全

担当  23-5144

 復興から創生へ 着実な歩みを

平成30年度予算のあらまし

 第7期高齢者福祉計画・介護保険事業計画

を策定しました

 大崎市長選挙・大崎市議会議員一般選挙

 市の組織機構が変わります

 通学・通勤・通院・買い物に市民バスを

利用しよう！

 平成29年度大崎市教育委員会表彰

 狂犬病予防注射を受けましょう

 市政トピックス　3月の主な出来事

 地域発！お・ら・ほ・の・ま・ち

 オオサキプレイガイド

 今月のお知らせ

行政区を分割します　ほか

 子育て支援情報

 育児相談・乳幼児健診

 休日当番医　ほか

 ４月号の主な内容

 火災発生件数
(2月末日現在・右欄は前年比 )

建物火災 7 件 0

林野火災 0 件 0

車両火災 1 件 0

その他火災 0 件 0

合計 8 件 0

 交通死亡事故件数
(3月15日現在・右欄は前年比 )

発生件数 1 件 0

死亡者数 1 人 0

 空間放射線量の測定結果
（単位 : マイクロシーベルト /h）

3月19日測定
地表面
から1m

地表面
から0.5m

市役所第2駐車場 0.05 0.05

松山総合支所 0.04 0.04

三本木総合支所 0.06 0.07

鹿島台総合支所 0.04 0.05

岩出山総合支所 0.05 0.05

鳴子総合支所 0.05 0.05

田尻総合支所 0.04 0.05

 今月の納税　
　５月から各種税の納付が始ま

ります。口座振替は、納付書に比

べて手間が省け、納め忘れがな

く便利です。新たに口座振替を

希望する場合は、4月13日まで

の申し込みで、5月31日納期限

分から振替できます。金融機関

の窓口で手続きをお願いします。

 納税課収納担当  23-5148

　

昨
年
12
月
か
ら
計
16
回
、
全

国
各
地
か
ら
乗
客
を
乗
せ
て
JR

鳴
子
温
泉
駅
に
や
っ
て
き
た
最

高
級
リ
ゾ
ー
ト
列
車「
ト
ラ
ン
ス

イ
ー
ト
四
季
島
」。３
月
19
日
、最

後
の
四
季
島
が
大
崎
市
に
や
っ

て
き
た
よ
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
内
各
地
の
JR

陸
羽
東
線
沿
い
で
、
た
く
さ
ん

の
人
が
歓
迎
し
て
き
た
ん
だ
。

ぼ
く
た
ち
が
手
を
振
る
と
、
乗

客
も
手
を
振
り
返
し
て
く
れ

て
、み
ん
な
が
あ
っ
た
か
い
気
持

ち
に
な
っ
て
い
た
よ
。乗
客
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、
感
謝
の
手
紙
が

のの

観光ひとくちメモ

▲沼と水田で構成される蕪栗沼遊水地

▲雪が降る中、鳴子温泉駅で旗や手を

振って歓迎する鳴子温泉地域の皆さん

▲蕪栗沼遊水地で越冬する10万羽のマ

ガン

 3月1日現在の大崎市の人口 （単位 : 人・世帯）

地域 男 前月比 女 前月比 計 前月比 世帯数

古川 38,221 － 20 39,625 － 01 77,846 － 21 31,195

松山 2,967 － 1 3,121 － 06 6,088 － 07 2,195

三本木 3,961 － 08 3,994 － 05 7,955 － 13 2,698

鹿島台 5,811 － 08 6,197 － 07 12,008 － 15 4,525

岩出山 5,334 － 12 5,620 － 16 10,954 － 28 4,197

鳴子温泉 2,940 00 3,260 － 09 6,200 － 09 2,753

田尻 5,451 － 10 5,601 － 18 11,052 － 28 3,600

市全体 64,685 － 59 67,418 － 62 132,103 － 121 51,163

 市政情報課統計担当　 23-5091

　

先
頃
、
花
嫁
の
父
を
初
め
て

体
験
し
ま
し
た
。 

　

仕
事
柄
、
結
婚
式
に
は
随
分

参
列
し
、花
嫁
の
父
の
役
割
は
知

り
尽
く
し
、心
構
え
も
で
き
て
い

た
つ
も
り
で
し
た
が
、そ
の
日
が

近
づ
き
、当
日
を
迎
え
る
と
複
雑

な
気
持
ち
で
し
た
。 

　

チ
ャ
ペ
ル
の
扉
が
開
き
、娘
と

バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
を
一
歩
一
歩

歩
き
な
が
ら
、娘
の
誕
生
か
ら
、

立
派
に
成
長
し
た
姿
、さ
ま
ざ
ま

な
思
い
出
が
浮
か
ん
で
は
消
え
、

感
傷
に
浸
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

新
郎
に「
未
来
」を
託
し
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
。急
に
我
が
娘
が
遠
い
人

に
な
っ
た
よ
う
で
ジ
ワ
～
ッ
と

き
ま
し
た
。 

　

秋
に
は
次
女
も
嫁
ぎ
ま
す
。

幸
い
に
し
て
、
我
が
家
に
恋
の

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
、縁
結
び
の
神
が

訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、晩

婚
化
、
未
婚
化
は
深
刻
な
社
会

問
題
で
す
。 

　

各
種
調
査
を
見
て
も
、ほ
と
ん

ど
の
若
者
が
結
婚
を
希
望
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、結
婚
を
遅
ら

せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
や
、生
涯

結
婚
を
し
な
い
選
択
を
す
る
人
も

増
え
て
お
り
ま
す
。未
婚
に
留
ま

る
理
由
の
ト
ッ
プ
は「
適
当
な
相

手
に
巡
り
会
わ
な
い
」で
し
た
。 

　

最
近
ま
で
、地
域
社
会
に
は
、

縁
結
び
役
の
仲
人
お
ば
さ
ん
が

い
た
り
、若
者
の
出
会
い
の
場
で

も
あ
る
青
年
活
動
が
盛
ん
で
し

た
が
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

変
質
に
よ
り
、マ
ッ
チ
ン
グ
の
機

会
が
弱
体
化
し
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
よ
う
な
背
景
と
危
機
感

か
ら
、全
国
の
自
治
体
が
婚
活
・

結
婚
支
援
に
取
り
組
み
始
め
ま

し
た
。
本
市
も
２
年
半
前
か
ら

「
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」と「
移
住

支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、若

者
の
婚
活
・
住
宅
支
援
事
業
に

本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。 

　

若
い
皆
さ
ん
に
素
晴
ら
し
い

ご
縁
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
！ 

　

花
嫁
の
父
が
た
く
さ
ん
誕
生

し
ま
す
よ
う
に
！

　

市
長
コ
ラ
ム人

天
地

花
嫁
の
父  

初
体
験

 観光交流課 23-7097

ありがとう

四季島

その21

Global ly Important Agricu ltura l Heritage Systems       GIAHS  ( ジアス = 世界農業遺産 )

【問い合せ先】

世界農業遺産推進課 

 23-2281

osaki-giahs@city.osaki.miyagi.jp

● ●

大崎耕土 未来へつなぐ「生きた遺産」vol .30
大崎耕土の水管理基盤のつながり④「遊水地による水管理」

　大崎耕土では、山間地から低地までの地形条件にあわせて、地域ごとに適した水管

理の方法が行われてきました。これらの水管理が組み合わさることで、地域全体がひ

とつのまとまった水田農業地帯として発展してきました。その様子は「水管理の見本市」といえます。

　特に、江合川や鳴瀬川の下流域は勾配が極めて小さく水はけが悪いため、台風や豪雨による洪水がたびたび起

こり、人々は悩まされてきました。「品
し な い

井沼遊水地」（鹿島台地域）と「名
な び れ

鰭沼遊水地」（美里町・涌谷町）は、ともに沼

を干拓して水田にした地域ですが、河川に隣接する水田が「遊水地」の働きをします。洪水時になると、川岸に設置

した「越
えつりゅうてい

流堤」から水を水田に逃がすことで、川の増水を弱め周辺の集落や農

地の被害を最小限にとどめているのです。稲は、ある程度の期間なら水につ

かっても耐えられる性質があり、水田の遊水地利用を可能にします。水田を浸

水させる代わりに集落を守る考えは、「災害は完全には防ぎきれないが被害を

最小限にとどめる」という「減災」に通じる発想といえます。

　また、「蕪
かぶくり

栗沼遊水地」（田尻地域）では、沼が残り、その周辺に水田が広がっ

ています。洪水時には、川の水を沼の中にためていき、やがて沼が溢れそうに

なると、越流堤から隣接する水田に水を逃がします。蕪栗沼の特徴は、このよ

うな遊水地の機能に加え、ミズアオイなどの希少植物の宝庫であり多様な生

きものが存在していること、そして、沼と水田がそろう条件により、マガンな

どの渡り鳥にねぐらとえさ場を提供していることです。約10万羽のマガンが

越冬する蕪栗沼は、ラムサール条約湿地に登録されています。

　食糧生産と洪水調節を両立させている、遊水地を兼ねた水田は、限られた土

地を多目的に賢く利用しており、さらに生物多様性の保全にも貢献していま

す。

今月
の

表紙

　3月8日、大崎市立の中学校11校で卒業式

が行われました。

　昨年、創立70周年を迎えた古川中学校では、父

兄に見守られる中、全生徒194人が卒業証書を受けと

りました。うれしさやつらさなど3年間の思い出が詰まっ

た学び舎で、りりしく誇らしげに最後の行事に臨んでいま

した。

　生徒を代表して答辞を述べた金田一啓太さんは、「家族

や先生、多くの人に支えられて3年間頑張ってこれた。こ

れからも頑張り続けるこ

とで恩返ししたい」と決意

を表しました。

　今年中学校を卒業され

た皆さんおめでとうござ

います。新たなスタートを

切り、勉強やスポーツ・文

化活動に充実した毎日が

送れるよう願います。
▲一人一人卒業証書を受け取り、

新たなスタートを切ります


